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愛知県個人情報保護審議会答申の概要 

 

答申第 206 号（ 諮問第 242 号）  

件名： ケース 対応記録等の一部開示決定等に関する 件 

 

１  開示請求 

  令和 4 年 3 月 22 日及び同年 5 月 10 日 

２  原処分 

  令和 4 年 5 月 2 日、 同月 24 日、 同年 6 月 3 日及び同月 22 日（ 一部開示決定及び不

開示決定）  

  愛知県病院事業管理者病院事業庁長（ 以下「 病院事業庁長」 と いう 。） は、 審査請求

人に係る 別表 1 の 2 欄に掲げる 保有個人情報（ 以下「 本件保有個人情報」 と いう 。） の

う ち別表 2 の 2 欄に掲げる 部分を 不開示と し た。  

３  審査請求 

  令和 4 年 7 月 29 日 

  原処分の取り 消し を 求める 。  

４  諮問 

  令和 5 年 3 月 6 日 

５  答申 

  令和 5 年 10 月 24 日 

６  審議会の結論 

病院事業庁長が、 本件保有個人情報のう ち別表 2 の 2 欄に掲げる 部分を 不開示と し

たこ と は、 結論において妥当である 。  

７  審議会の判断 

 ( 1)  判断に当たっての基本的考え方 

   愛知県個人情報保護条例（ 平成 16 年愛知県条例第 66 号。 以下「 条例」 と いう 。）

は、 第 1 条に規定さ れている と おり 、 実施機関の保有する 個人情報の開示を 請求す

る 個人の権利を 明ら かにし 、 も っ て県政の適正な運営を 図り つつ、 個人の権利利益

を 保護する こ と を 目的と し て制定さ れたも のであ り 、 原則開示の理念のも と に解

釈・ 運用さ れなければなら ない。  

   当審議会は、 自己に関する 保有個人情報の開示を 請求する 権利が不当に侵害さ れ

る こ と のないよ う 、 原則開示の理念に立っ て条例を 解釈し 、 以下判断する も のであ

る 。  

 ( 2)  本件保有個人情報について 

   別表 1 の 2 欄に掲げる 文書 1（ 以下「 文書 1」 と いう 。 同欄に掲げる 文書 2 以下も

同様と する 。） 及び文書 17 は、 患者等から の相談やその対応についてあいち小児保
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健医療総合センタ ー（ 以下「 小児センタ ー」 と いう 。） 内や関係機関と 打合せを し た

際に小児センタ ー医療安全管理室が作成し たケース 対応記録である 。  

   文書 2 から 文書 4 ま で及び文書 18 は、 小児センタ ーにおける 採血検査時の神経損

傷事案について、 小児センタ ーが内部検討をし た際の打合せ記録である 。  

   文書 5 から 文書 16 ま では、 小児センタ ー及び愛知県病院事業庁管理課（ 以下「 管

理課」 と いう 。） の職員が当該事案について関係者又は関係機関と やり 取り を し た

メ ールである 。  

実施機関は、 こ れら の文書のう ち別表 2 の 2 欄に掲げる 部分を条例第 17 条第 7 号

及び第 8 号に該当する も のと し て不開示にし ている 。  

 ( 3)  条例第 17 条第 7 号該当性について 

  ア 条例第 17 条第 7 号は、 審議、 検討又は協議に関する 情報について、 検討途中の

段階の情報を 開示する こ と の公共性を 考慮し ても なお、 県や国等の意思決定に対

する 支障が看過し 得ない程度のも のである 場合には、 当該審議、 検討又は協議に

関する 情報が記録さ れている 保有個人情報は、 不開示と する こ と を 定めたも ので

ある 。  

    ま た、 同号の「 率直な意見の交換若し く は意思決定の中立性が不当に損なわれ

る おそれ」 と は、 公にする こ と によ り 、 外部から の圧力や干渉等の影響を 受ける

こ と など によ り 、 率直な意見の交換又は意思決定の中立性が不当に損なわれる お

それがある 場合を 想定し たも ので、 適正な意思決定手続の確保を 保護利益と する

も のである 。  

    そこ で、 こ の考え方に基づき 、 別表 2 の 2 欄に掲げる 部分が同号に該当する か

否かを 以下検討する 。  

  イ  文書 1 から 文書 11 ま で及び文書 16 から 文書 18 ま でについて 

当審議会において実施機関から 聴取し たと こ ろ、 医療上の事故等が発生し た場

合、 発生し た事象の患者への影響度の高さ や今後のリ ス ク の高さ に応じ て必要な

状況であれば、 組織と し て患者等への賠償や公表など の対応を 行う こ と を 前提に

関係者から の事情の聞き 取り など の調査等を 実施し たう えで、 組織と し ての検討

を 行っ ている と のこ と である 。 そし て、 当事者や関係者は報告に消極的になる こ

と が常である と こ ろ を 、 医療安全の推進と 事故隠匿防止の観点から 、 当該報告の

内容そのも のを 公にし ないこ と を 前提と し て、 関係職員に報告を 求め、 必要に応

じ て聞き 取り や調査、 ミ ーティ ング等を 行い、 議事録等を 作成し ている と のこ と

である 。  

ま た、 審査請求人及びその御家族に対し ては、 組織と し ての最終的な検討結果

や回答について、 随時、 検討結果通知書や口頭で伝えている と こ ろ 、 不開示と し

た部分については、 審査請求人に知ら れる こ と が前提と なる と 、 関係者及び関係

機関は、 外部から の圧力や干渉等を 受ける こ と を おそれて、 今後、 資料又は情報
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の提供を拒み、 率直な意見を 述べる こ と を 躊 躇
ちゅ う ちょ

する こ と が想定さ れ、 率直かつ詳

細な意見を 記載でき なく なる 可能性や今後予定さ れる 同様の検討等に不当な影響

を与える 可能性がある と のこ と である 。  

    当審議会において文書 1 及び文書 17 のう ち不開示と し た内部での検討状況がわ

かる 部分、文書 2 から 文書 11 ま で、文書 16 及び文書 18 の内容を見分し たと こ ろ、

審査請求人に係る 採血検査時の神経損傷事案についての小児セン タ ーにおける 検

討内容や関係者及び関係機関と のやり 取り が記載さ れており 、 こ れら は未成熟・

未確定な情報であっ て、 開示する こ と によ り 、 実施機関における 率直な意見の交

換又は意思決定の中立性が不当に損なわれ、 適正な意思決定手続の確保に著し い

支障を 及ぼすおそれがある と 認めら れる 。  

    よ っ て、 こ れら の情報は条例第 17 条第 7 号に該当する 。  

  ウ  文書 12 から 文書 15 ま でについて 

    当審議会において実施機関から 聴取し たと こ ろ、 文書 12 から 文書 15 ま では文

書 11 と 関連性がある ため特定し たと のこ と である が、 当審議会において文書 12

から 文書 15 ま での内容を見分し たと こ ろ、 こ れら には開示請求者に係る 保有個人

情報が記載さ れていないこ と が認めら れた。  

    条例第 15 条第 1 項においては、 自己を 本人と する 保有個人情報の開示を 請求す

る こ と ができ る と 規定さ れており 、 条例が開示請求の対象と し て予定する のは、

「 自己を本人と する 保有個人情報」 のみである こ と から 、 文書 12 から 文書 15 ま

では本来特定すべき ではなかっ たも のである が、 開示さ れないと いう 点に変わり

はないこ と から 、こ れら の文書を不開示と し たこ と は、結論において妥当である 。  

 ( 4)  条例第 17 条第 8 号該当性について 

  ア 条例第 17 条第 8 号は、 県の機関又は国、 独立行政法人等、 他の地方公共団体若

し く は地方独立行政法人が行う 事務事業は、 公益に適合する よ う 適正に遂行さ れ

る も のである が、こ れら の事務事業に関する 情報の中には、開示する こ と によ り 、

当該事務事業の性質上、 その適正な遂行に支障を 及ぼすおそれがある も のが含ま

れる ため、 こ れら の情報が記録さ れた保有個人情報は不開示と する こ と を 定めた

も のである 。  

    そこ で、 こ の考え方に基づき 、 別表 2 の 2 欄に掲げる 部分が同号に該当する か

否かを 以下検討する 。  

  イ  文書 1 から 文書 11 ま で及び文書 16 から 文書 18 ま でについて 

    当審議会において、 文書 1 及び文書 17 のう ち不開示と し た内部での検討状況が

わかる 部分、 文書 2 から 文書 11 ま で、 文書 16 及び文書 18 の内容を見分し たと こ

ろ、 こ れら は、 その内容を 公にし ないこ と を 前提に行われた内部検討や関係者及

び関係機関と の協議、 検討に関する 文書であっ て、 その記載内容は、 検討段階の

未成熟、 未確定な情報である こ と から 、 開示する こ と によ り 、 今後の解決に向け
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た対応が困難と なっ たり 、 今後争訟と なっ た場合に県の当事者と し ての地位が不

当に害さ れ、 ま た、 今後の同種の訴訟に不当な影響を 及ぼすおそれがある と 認め

ら れる 。  

    ま た、 ( 3) イ に記載のと おり 、 関係者及び関係機関が外部から の圧力や干渉等を

受ける こ と を おそれて資料又は情報の提供を 拒み、 率直な意見を 述べる こ と を

躊 躇
ちゅ う ちょ

する こ と が想定さ れ、 実施機関において検討に必要な情報を 収集でき なく な

る など 医療関連業務の適正な遂行に支障を及ぼすおそれがある と 認めら れる 。  

    よ っ て、 こ れら の情報は条例第 17 条第 8 号に該当する 。  

  ウ  文書 12 から 文書 15 ま でについて 

文書 12 から 文書 15 ま でについては、 ( 3) ウ に記載のと おり である 。  

 ( 5)  審査請求人のその他の主張について 

   別表 2 の 2 欄に掲げる 部分を 不開示と し たこ と の妥当性については前記( 3) 及び

( 4) において述べたと おり であり 、 審査請求人のその他の主張は、 当審議会の判断に

影響を 及ぼすも のではない。  

 ( 6)  ま と め  

   以上によ り 、「 ６  審議会の結論」 のと おり 判断する 。  

 

 



    5

別表 1 

1 開示請求のあっ た保

有個人情報の内容 

2 行政文書の名称 3 決定 

請求 1 

令和 3 年 7 月 29 日にあ

いち小児保健医療総合

セン タ ーにおいて発生

し た私に対し ての採血

時に神経を 損傷さ せた

と 思われる 事案につい

て愛知県病院事業庁管

理課が保有する 医療事

故、 事故報告、 ま たあ

いち小児保健医療総合

セン タ ーが保有する 医

療事故、 事故報告、 R3

年 7 月 29 日以降の私の

診療録等。 あ と 、 こ の

事案に関し て愛知県病

院事業庁、 あ いち小児

保健医療総合セン タ ー

が作成し た職員間のや

り 取り を も 含む全ての

文書。  

文書 1 

ケース 対応記録① 

令和 4 年 5 月 2 日付け

4 小セ第 3-2 号自己情

報一部開示決定 

文書 2 

2021 年 10 月 1 日付け打合せ記録 

令和 4 年 5 月 2 日付け

4 小セ第 3-3 号自己情

報不開示決定 文書 3 

2021 年 10 月 28 日付け打合せ記録 

文書 4 

2021 年 12 月 28 日付け打合せ記録 

文書 5 

2021 年 12 月 28 日付けメ ール 

文書 6 

2022 年 2 月 2 日付けメ ール 

文書 7 

2022 年 2 月 10 日付けメ ール 

文書 8 

2022 年 2 月 15 日付けメ ール 

文書 9 

2022 年 2 月 16 日付けメ ール 

請求 2 

令和 4 年 3 月 23 日以降

にあ いち小児保健医療

総合セン タ ーが作成し

た私に関する メ ールな

ど の連絡を 行う 為の文

書 

文書 10 

2022 年 3 月 23 日付けメ ール 

令和 4 年 5 月 24 日付

け 4 小セ第 4-4 号自己

情報不開示決定 文書 11 

2022 年 4 月 14 日付けメ ール 

文書 12 

2022 年 4 月 14 日付けメ ール 

文書 13 

2022 年 4 月 20 日付けメ ール 

文書 14 

2022 年 4 月 21 日付けメ ール 

文書 15 

2022 年 4 月 27 日付けメ ール 
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1 開示請求のあっ た保

有個人情報の内容 

2 行政文書の名称 3 決定 

請求 3 

愛知県病院事業庁管理

課が作成し た私に関す

る メ ールなど の連絡を

行う 為の文書 

文書 16 

2022 年 2 月 10 日付けメ ール 

（ 文書 7 と 同一）  

令和 4 年 6 月 3 日付け

4 病管第 57-1 号自己

情報不開示決定 

請求 4 

令和 4 年 3 月 23 日以降

にあ いち小児保健医療

総合セン タ ーが作成し

た私に関する 全ての文

書 

文書 17 

ケース 対応記録② 

令和 4 年 6 月 22 日付

け 4 小セ第 17-2 号自

己情報一部開示決定 

文書 18 

2022 年 3 月 30 日方針打合せ記録 

令和 4 年 6 月 22 日付

け 4 小セ第 17-3 号自

己情報不開示決定 

 

 

別表 2 

1 文書 
2 開示し ないこ

と と し た部分 

3 開示し ないこ と と し た根拠規定及び当該規定を適用

する 理由 

文書 1 及び

文書 17 

内部での検討状

況がわかる 部分 

条例第 17 条第 7 号に該当 

県の機関の内部における 審議、 検討又は協議に関す

る 情報であって、 公にする こ と によ り 、 率直な意見の

交換又は意思決定の中立性が不当に損なわれる おそ

れがある ため 

条例第 17 条第 8 号に該当 

県が行う 事務に関する 情報であっ て、 公にする こ と

によ り 、 県が行う 争訟に係る 事務に関し 、 県の財産上

の利益又は当事者と し ての地位を 不当に害する おそ

れがある ため 

文書 2 から

文書 16 ま

で及び文書

18 

全て 

 

 


